
「淡路島手延べそうめん」
地域ブランド戦略（アクションプラン）

近畿経済産業局 令和5年度
地域団体商標等を活用したブランディング支援事業
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⚫ 淡路島の名物メニューの一つでありながら、十分な認知・消費が得られて
いない「淡路島手延べそうめん」の魅力的なメニューを検討。検討にあたっ
ては、淡路島の特性、強み分析の上、地域の大半に同意が得られるメ
ニューとする。

⚫ メニューは、そうめんの希少性（手延べ製法であること）特性（細くても
コシがある）を踏まえた内容とする。

⚫ 淡路島の強みを活かした、そうめんの希少性や特性を活かした、この場で
しか食べられないメニューや提供方法を考案する。

⚫ メニューや提供の仕方については、食・観光の専門家を支援リーダーとし、
地域ブランド、食の支援者や島内関係者とともに検討を実施。

⚫ 開発したメニューは、島内飲食店に採用を依頼し、島外に情報発信を戦
略的に実施する。

⚫ 島外者や部外者が、名称や考案内容を剽窃しないよう知財保護も検討。

⚫ 支援リーダー：刀根浩志氏
⚫ 専門家：福本忠宏氏、五十畑哲氏、岡恵氏

※画像は淡路島の関連団体企業及び素麺料理店等のウェブより一部抜粋

・近経局では、大阪・関西万博を見据え、淡路島の食と香りの支援を実施。今回、島内の声も踏まえ、食の支援の
嚆矢として「淡路島手延べそうめん」と対象とする。
・淡路島の豊富な食材や既存メニュー等も踏まえ、淡路島「手延べ」そうめんの島内・島外への認知を高めた上で
の展開戦略等を検討。観光協会より提案があり、県民局、３市、商議所、道の駅とともに検討を実施。

当該事業を進めた経緯

１．事業の概要（当初の想定）

２．実施内容（当初の想定）

３．支援リーダーやその他の専門家

淡路島の恵みを活かした調理

新たなメニュー
提供方法の確立！

魅力的な提供方法、メニュー

知財保護 情報発信

食べ方の提案

淡路島ぬーどる

そうめんのストーリ、価値の共有

これまでのそうめん
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・（最初の接触点として）「淡路島に食べに来てもらう方」を想定した際にターゲットとなりそうな方として以下の２パ
ターンを想定。
・ペルソナ①は、淡路島に多く所在する、旅館・ホテル等の中年層以上の宿泊客を想定。ペルソナ②はマイカー等で
日帰り観光をする若者を想定。

【参考】検討会で用いていたターゲット案

【ターゲット（ペルソナ）①】
淡路島の旅館、ホテル等に宿泊し、淡路島の観光・食
を堪能しようとする夫婦（40歳以上を想定）。
移動はマイカーに拘らず、バス・タクシー等も用いる。

【ターゲット（ペルソナ）②】
淡路島には、マイカーで日帰り訪問し、観光スポットをで
きるだけ回りたい。できる限り地元のグルメも堪能したい
若者（20代を想定。１人も複数もあり得る。）

対象・
ペルソナ

取組①
（調理）

取組②
（調味）

提供する
場所

共有する
経験

タビナカで
得たいこと

そうめんの良さ・特性を理解し、活かすための調理（適正時間茹で、きちんと締める等）

本格的なそうめんを本格的な調理法で提供 そうめんの良さを活かしつつ、ターゲットに合わせたアレンジ

宿泊する旅館・ホテルで経験（夕食・朝食） 島での昼食、軽食に活用（日常食でもある）

美味しいし、歴史に根ざした伝統的製法が素晴らしい。 こんなに細いのにコシがあり美味しい！初めて！

歴史に根ざした観光や食を他にも経験したい
特別な体験をしたい

「ばえる」画像・動画を撮りたい
他の島グルメもできるだけ食べたい

さらに奥深い観光をしたい
再度、淡路島に旅行したい
乾麺・カップ麺・調味料等の購入

淡路島ぬーどるやそうめんを自宅でも食べたい
乾麺・カップ麺・調味料等の購入

タビアトに
得たいこと
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淡路島手延べそうめんの紹介
・天保年間（1830 ～ 1843）発祥。淡路国の渡七平が、お伊勢参りの際に三輪の製法を学んで持ち帰
り、漁師町である福良浦で生産を開始。
・漁師の副業として営まれ、内国勧業博覧会 等国内品評会への相次ぐ出展や、1915（大正4）年の
サンフランシスコ万博における金賞獲得など、高い評価を受けてきた歴史がある。
・明治時代に確立された製造工程を受け継ぎ、今日でも人力の工程を多く残す。製法は多くの地域に
共通するものである一方、麺を伸ばす工程により長い時間（2 昼夜）をかけることで、コシを残しな
がらも、他に類を見ない極細の麵に仕上げていることが特徴。

▲1915（大正4）年
サンフランシスコ万博
表彰状

▲日本山海名物図絵
（18世紀-江戸時代中期）への
紹介

◀▲製造風景（明治時代
に確立された工程を受け

継ぐ）

代表的銘柄

◎御陵糸
・最もよく知られている代表銘柄。
・御陵とは、淳仁天皇の御陵のこと。南あわ
じ市に当該の賀集御陵が所在。
・麺の太さは0.70mm～0.80mmで50g（１
把）あたり約450本

◎おのころ糸
・日本神話でお馴染みのおのころ島にちなむ。
・麺の太さは0.40mm～0.50mmで50g（１
把）あたり約750本

◎淡じ糸
・名前の通り淡路島が由来。
・麺の太さは1.2mm～1.3mmで50g（１
把）あたり約250本

資料提供／
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麺類、手延べそうめんに関する現状や課題

・農水省の食品製造統計によると、手延べ素麺は非手のべに対して底堅い製造量を維持している。総務省家計調
査では、乾うどん・そばの消費支出額について二人以上世帯・60歳以上が多数を占めるというデータがあり、素麺に
関しても、高齢世帯の消費が産業を支えている構図にあると思われる。消費者の世代交代は課題である。
・海外においては、日本食レストランが増加し、ラーメンやうどんが躍進している状況が見られるものの、素材としての「う
どん、そうめん、そば」の輸出は中国を除いて横ばいか減少。このことから、近年の日本の麺の海外への需要は、メ
ニューを工夫できる外食が中心と考えられる。

70歳以上

60～69歳

60歳以上単身

◀手延べそうめん
の生産量動向

食品製造業統計表

（４）製粉個・同
加工品 より、一

部加工

出所：農林水産省
食品産業動態調査
食品製造業統計表

（令和4年度）

▶乾うどん・そば
の家計消費支出の

世帯構成

出所：GD Freak! 
（総務省 家計調査
を基に作成）

https://jp.gdfreak.c
om/public/detail/j
p01005000107010

0010/9（参照
2023-10-17）

▲「うどん、そうめん、そば」の輸出金額の推移 出所：東京税関 「お手軽「麺」輸出対決」
https://www.kanzei.or.jp/tokyo/tokyo_files/pdfs/cus_info/zeikan2018622.pdf（参照2023-10-17）

▲日本食レストランの躍進 出所：桃山学院大学学術機関リポジトリ「日系
外食産業のアジア市場進出の 現状と課題」

https://stars.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&ite

m_id=9463&item_no=1&attribute_id=22&file_no=1 （参照2023-10-17）
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食の聖地「御食国」の四季の食材
食神の祭典「御食国サミット」の開催実績
「海士の国」独自の豊かな食文化
瀬戸内海の穏やかで雄大な自然
日本のはじまりの地となる歴史文化
世界でも珍しい潮流行き交ううずの国
島独自の暮らしと生活文化

地域資源

・食を「作る責任（食の生産者）」と「提供す
る責任（飲食業者）」がひとつになり「約束の
食」を提供できる
・伝統と新しさを創出できる料理人が集まれる
・有機農法などで安全安心な食を生産する農家
がいる
・環境に配慮した漁法や食の加工業者がいる
・「御食国プライド」をジャパンブランドにで
きる追い風が吹いている
・「御食国ブランド」と淡路のほんものを磨け
ば世界に訴求できる

独自性・強み ・おおらかさとゆったりを感じる旅がトレンドに
・美食、ウエルネスなどの旅行テーマでも食や健康
が根強い人気
・FIT化が進み、パーソナライズされたサービスを
好む
・訪日客の興味は「地方」「和食」「日本の四季」
などへ
・モダンラグジュアリー層と呼ぶ、本物志向の訪日
客が増加している
・2025年大阪・関西万博には2,820万人が関西を
訪れ、うち300万人が訪日客と予想される。
・デジタル化によるワンストップサービスと日々の
リコメンド情報を求める

旅行ニーズ・トレンド

・SDGｓの流れからスローで平和な暮らしを求める
・「地産地消」「オーガニック」など「約束の食」
を求めている
・モノもサービスも「量より質の時代へ」
・「持続可能な暮らし」や社会面、環境面、文化面
などを考慮した暮らしを求める
・観光分野においても「責任ある観光」「世界に開
かれた持続可能な観光」へ進んでいる

社会風潮・時代洞察

インバウンド
モダンラグジュアリー（富裕層）20～50代
・本物を求める
・日本の田舎や地方に関心が高く、住民との交流、
モノづくりなどに強い興味を持つ
・ミレニアル世代、アーリーリタイア層は体験型、
広域周遊型旅行が中心

ターゲット
誘客戦略・PR法

淡路島の歴史と自然環境、食文化に精通した淡路ク
ラシック「手延べそうめんの王道」「出汁と暦」を
意識したクラシックメニューとモダンメニューを同
時に開発しダブルブランドを創出していく

新しい視点・特徴・訴求ポイント

・100％地産地消（食材、食文化、料理人）を
味わえる
・有機やオーガニックなど安心安全な食となっ
ている
・フィールドレストラン（ファームツウテーブ
ル）が楽しめる
・四季を通じて何度も訪れる楽しみとファンに
なれる

顧客価値

「食の約束」
淡路島ガストロノミーツーリズム

目指すべき淡路島の未来

Good Foods
Good Island！
“世界に開かれた

食躍る淡路島 “

コンセプト

「住んでよし、訪れてよし、良い投資を呼び込む島」
・淡路島のあるべき未来を創造し、プロセスを共有でき
る意識の高い人たちが集まる
・高付加価値なサービスが提供できるビジネスセンスの
良い事業者が創業できる環境となる
・若手や新規居住者など淡路島の担い手が育つ
・食の生産者と提供者が横並びで議論ができるランド
テーブルが設置され、自走化できる（淡路島フードラボ
等）
・農業、水産業のブランド力が向上し、「小さく作って
ロスなく売る」理想的な一次産業となる
・宿泊などの観光事業者にとってのハードリピーター獲
得となる

地域効果

御食国プライドを世界に発信
食の交流人口100倍獲得

（1200万人/淡路島の人口12万4千人/2023年）

淡路島手延べそうめん地域ブランド戦略（アクションプラン）
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・島外の食材や食文化とコラボさせた
プレミアム淡路メニューの開発

調理人と食の生産者が連携して四季の食材や瀬戸内
の食文化をアレンジした淡路島らしさ・ほんもの・
物語を感じるメニューを開発し、レシピを共有し進
化を促す。併せて島内の住民にも御食国プライド醸
成の取り組みを実施し、島内、島外の両面から淡路
ブランドの確立の促していく
・淡路・食の高付加価値化とリブランディング
「手延べそうめんを使った新メニューの開発とそう
めんカレンダー「おのころの暦」作成

・「出汁と暦」を基本に飲食関係者でレシピも共有
淡路手延べそうめんの定義と商標・製品保証

・富裕層向け・クラシックメニュー
王道の開発とアレンジ

・モダン（若者向け）メニューの開発

新サービス・商品について 独自性・強み

連携者・パートナー・協力者

※常にターゲットを意識しながら考える。（顕在的かつ潜在的ニーズを解く）
提供できるサービスや
商品の具体的な内容

・食の聖地で味わえる特別感を
旅の物語として楽しめる
・地産地消かつオーガニックを
意識した食への安心感
・淡路島の雄大なロケーション
の中でゆったり味わえる

顧客価値
優位性・
ポジショニング

顧客が得る
価値とは？

誘客・販売方法

進める上での課題

・ブランドは1日では築けない
・食の生産者と新旧の料理人
が同じテーブルに付ける環境
を作れるか
・長期計画としてロードマッ
プを作り実行できるか
・食の生産者と提供者、行政
がワンチームになれるか

2024年ブランディングスタートアップ
★淡路島内で淡路島手延べそうめんを食べる機会の拡大
・ニューアワジグループを中心に王道メニューの開発に取り組む
→開発したメニューの、他宿泊・飲食施設等における提供推進
・島内の道の駅を中心にモダンメニューの開発に取り組む
→開発したメニューの他の飲食施設等における提供推進、
手延べそうめんのメニューコンテスト等を実施

★GIや地域団体商標の取得を念頭に置いた知財戦略検討
・INPIT知財総合支援窓口や弁理士等と連携し、検討を実施
★地域のインナーブランディング活動、アウターブランディング
活動も併せて推進 等

2025年ブランディング推進
★万博を契機とする、淡路島
手延べそうめんを知る、食
べる機会の拡大（手延べの
体験に食べる等）

★AWAJI島博、ひょうごフィー
ルドパピリオン等を活用し
た、手延べそうめん等淡路
島の食の周知

★ペイドメディアを使ったプ
ロモ 等

・

2026年～
★行政主導による
「御食国」「淡路
島プライド」醸成
セミナーの開催
★食の専門家会議
「淡路島フードラ
ボ組織の立ち上げ
とエクスカーショ
ンの実施

プロモーション戦略

・価値と魅力の逆輸入
・食のハイブランドや富裕層向けの旅
行メディアなどと連携し長期戦略を実
装
・食の専門メディアと連携した長期プ
ロモーション（ダンチュウ、家庭画報、
あまから手帳)
・富裕層向けにはカード会社、高級車
や外車ディーラーなどとの連携

スケジュール・ロードマップ

食の聖地を四季のロングス
トーリーとして造成し、世界
に訴求する

食の聖地「御食国」3地域で
合意出来れば合同でブランド
化を目指す

島内→食の高付加価値化→新メ
ニューの開発とブラッシュアッ
プ「素材力、脚本力、演出力、
表現力」

（一例）夏の鱧、
夏～秋の鯛、エビ、
冬のフグ etc…

淡路島手延べそうめん地域ブランド戦略（アクションプラン）
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